
出典：令和元年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
「介護職員による喀痰吸引等におけるヒヤリハット等に関するアンケート調査」
（令和元年11月30日時点調査）【左図：介護職員票※】【右表：事業所票】
※表示している割合は「特になし」の回答を除外して算出した数値

必要物品や吸引機

24.8％

n=423

痰が取り切れない

吸引器の作動･故障･不具合

血液混入

吸引時間や吸引圧

必要物品や吸引器など機器の準備･取り扱い

吸引の範囲

吸引の清潔保持･操作

吸引チューブなど､必要物品の破損･不具合

吸引の拒否･抵抗

利用者の状態観察･環境整備

排液の処理や片付け･保管

顔色が悪い

医師の指示書の確認

利用者宅の物品やカーペットなど破損･汚染

おう気

意識ﾚﾍﾞﾙが低下
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痰が取り切れない要因は？

1位 吸引時間や吸引圧 42.9％

2位 吸引の清潔保持・操作 28.6％

3位 吸引前後の想定外の状態変化 14.3％

3位 吸引の拒否・抵抗 14.3％

血液混入の要因は？

1位 吸引時間や吸引圧 20.8％

1位 吸引チューブ挿入の長さ 20.8％

3位 利用者の状態観察・環境整備 16.7％

3位 吸引前後の想定外の状態変化 16.7％

5位
必要物品や吸引機など機器の

準備・取り扱い
12.5％

24事例で挙がった要因

7事例で挙がった要因

現場の介護職員は「喀痰吸引」の提供において様々な出来事やトラブルに遭遇しています。

（介護職員数）

「血液混入」「顔色が悪い」など

「吸引の清潔保持・操作」など

「吸引器の作動・故障・不具合」など

例えば

POINT

① 医療職と相談・対応すべき内容

② 衛生管理に関する内容

③ 機器・物品の管理に関する内容

現場で起こる様々なトラブルの要因には、

介護職員だけでは解決できない事が沢山あります。

介護職員が安心して喀痰吸引を提供するためには、

事業所の管理や医療職のバックアップが必要です。

「ヒヤリ」「ハッと」したらすぐ報告


